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（1）第 69 号

 

幹
事
長
あ
い
さ
つ

大　

塚　

 

和　

子

　

涼
風
の
待
た
れ
る
今
日
こ
の
頃

で
ご
ざ
い
ま
す
か
、
お
変
り
ご
ざ

い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か
。

　

四
月
十
四
日
に
熊
本
を
中
心
と

し
て
発
生
し
た
地
震
は
震
度
七
強

を
記
録
し
、
二
ケ
月
以
上
も
続
い

て
お
り
ま
す
。
九
州
に
お
住
ま
い

の
会
員
の
皆
様
に
は
不
安
と
ご
不

自
由
な
日
々
を
お
過
ご
し
に
な
ら

れ
た
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
被
災
さ

れ
ま
し
た
会
員
の
皆
様
に
は
心
よ

り
御
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

跡
見
学
園
女
子
大
学
は
平
成

二
十
七
年
に
創
立
五
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
同
時
に
跡
見
学
園
創

立
百
四
十
周
年
の
年
で
も
あ
り
、

卒
業
生
に
と
り
大
変
う
れ
し
く
誇

ら
し
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

十
月
二
十
四
日
、
文
京
キ
ャ
ン

パ
ス
の
ブ
ロ
ッ
サ
ム
ホ
ー
ル
に
お

き
ま
し
て
跡
見
学
園
女
子
大
学
創

立
五
十
周
年
の
記
念
式
典
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
元
文
部
事
務
次
官

佐
藤
禎
一
様
を
は
じ
め
多
く
の
来

賓
の
方
々
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し

た
中
、
一
紫
会
は
大
学
の
施
設
充

実
費
と
し
て
三
千
万
円
を
大
学
に

寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

式
典
に
続
き
祝
賀
会
が
三
号
館
ア

リ
ー
ナ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
会
場
に
は
跡
見
学
園
創
立

百
四
十
周
年
・
大
学
創
立
五
十
周

年
を
記
念
し
て
購
入
さ
れ
た
森
鷗

外
の
『
舞
姫
』
の
自
筆
草
稿
と
、

樋
口
一
葉
ゆ
か
り「
伊
勢
屋
質
店
」

の
ジ
オ
ラ
マ
が
展
示
さ
れ
、
終
始

華
や
か
な
慶
び
の
空
気
に
包
ま
れ

て
お
り
ま
し
た
。

　

十
月
三
十
一
日
に
は
跡
見
学
園

創
立
百
四
十
周
年
の
記
念
行
事
と

し
て
、
学
園
主
催
の
「
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
紫
祭
初
日
と
い
う
こ
と
も
あ

り
キ
ャ
ン
パ
ス
が
大
変
な
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
る
中
、
全
国
か
ら

四
百
名
を
超
す
卒
業
生
が
集
い
、

な
つ
か
し
い
お
顔
、
嬉
し
そ
う

な
笑
顔
が
溢
れ
て
お
り
ま
し
た
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
の
山
崎
一
穎
理
事
長
の

特
別
講
義
は
一
号
館
四
階
の
合
同

講
義
室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
義

室
は
卒
業
生
と
一
般
の
参
加
者
で

満
席
と
な
り
、
一
時
間
半
が
短
く

感
じ
ら
れ
る
程
興
味
深
い
講
義

に
、
学
生
時
代
の
熱
い
思
い
が
呼

び
起
さ
れ
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
一
紫
会
か
ら
の
花
束
贈
呈

で
特
別
講
義
は
余
韻
を
残
し
な
が

ら
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

　

三
月
二
十
六
日
、
大
学
主
催
の

桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
六
十
九
号

去
る
二
月
二
十
七
日
付
の
日
経
プ

ラ
ス
ワ
ン「
何
で
も
ラ
ン
キ
ン
グ
」

で
、「
大
学
の
桜
の
名
所
」
と
し

て
跡
見
の
桜
が
東
日
本
の
大
学
第

一
位
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
当
日
は
千
人
を
超
え
る
方
々

が
新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
テ
レ
ビ
の
天
気
予

報
に
も
跡
見
の
桜
ま
つ
り
が
放
映

さ
れ
、
創
立
五
十
周
年
の
記
念
の

年
に
花
を
添
え
る
出
来
事
と
な
り

ま
し
た
。

　

三
月
十
八
日
は
第
四
十
八
回
大

学
・
大
学
院
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、

八
九
〇
名
の
卒
業
生
が
新
し
く
一

紫
会
会
員
と
な
り
ま
し
た
。
新
会

員
を
お
迎
え
致
し
ま
し
て
一
紫
会

は
会
員
数
三
万
人
を
超
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

四
月
三
日
に
は
満
開
の
桜
の
中

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
の
体
育
館
に
お

い
て
第
五
十
二
回
入
学
式
が
挙
行

さ
れ
、
学
部
生
九
六
五
名
、
編
入

生
六
名
、
大
学
院
生
一
九
名
が
入

学
式
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。

　

大
学
で
は
平
成
二
十
八
年
度
の

入
試
か
ら
「
跡
見
校
友
会
子
女
推

薦
入
試
」
制
度
を
導
入
致
し
ま
し

た
。
跡
見
の
建
学
の
精
神
・
校
風

に
深
い
理
解
を
持
っ
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
卒
業
生
の
子
女
に
対
す
る

推
薦
入
試
で
あ
り
、
跡
見
の
更
な

る
発
展
に
繋
が
る
も
の
と
し
て
、

卒
業
生
に
と
り
ま
し
て
も
嬉
し
い

制
度
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
の
「
一
紫
会
だ
よ
り
」
で

ご
報
告
致
し
ま
し
た
、
海
外
語
学

研
修
に
対
す
る
一
紫
会
助
成
金
が

本
年
度
よ
り
始
動
致
し
ま
す
。
研

修
は
夏
休
み
と
春
休
み
期
間
中
に

実
施
さ
れ
、
参
加
し
た
学
生
は
そ

れ
ぞ
れ
得
難
い
体
験
と
大
き
な
成

果
を
得
て
帰
国
し
て
い
る
よ
う
で

ご
ざ
い
ま
す
。
一
紫
会
奨
学
金
は

三
本
の
柱
を
立
て
る
こ
と
と
な

り
、
よ
り
充
実
し
た
内
容
を
も
っ

て
大
学
の
教
育
に
寄
与
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

一
紫
会
の
行
事
と
し
て
昨
年
度

ま
で
実
施
し
て
お
り
ま
し
た
「
美

術
館
め
ぐ
り
バ
ス
ツ
ア
ー
」
は
昨

年
度
を
も
ち
ま
し
て
終
了
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

二
月
に
発
生
致
し
ま
し
た
夜
行
ス

キ
ー
バ
ス
の
悲
惨
な
事
故
、
そ
れ

に
続
く
何
件
か
の
バ
ス
事
故
の
発

生
を
受
け
、
バ
ス
ツ
ア
ー
終
了
の

決
定
を
致
し
ま
し
た
。
幸
い
に
も

十
六
年
間
無
事
で
バ
ス
ツ
ア
ー
を

続
け
ら
れ
ま
し
た
の
も
、
バ
ス
会

社
の
方
々
、
参
加
さ
れ
た
一
紫
会

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
と
、
幹
事
一
同
感
謝
致
し
て

お
り
ま
す
。
バ
ス
ツ
ア
ー
に
代
わ

る
企
画
は
現
在
検
討
中
で
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
新
し
い
企
画
が
決
ま

り
ま
し
た
ら
紙
上
で
お
知
ら
せ
致

し
た
い
と
存
じ
ま
す
。「
歌
舞
伎

観
劇
会
」は
例
年
通
り
行
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
致
し
て

お
り
ま
す
。

　

暑
さ
の
中
に
も
秋
は
目
前
に
近

づ
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま

す
。
皆
様
の
一
日
一
日
が
充
実
し

た
日
々
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
お
健

や
か
に
お
過
し
下
さ
い
ま
せ
。

　

ご
き
げ
ん
よ
う
。
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ゼ
ミ
旅
行
の
想
い
出

榊
原　

咸
征  
先
生

恩
師
は
今
…  

　
私
は
こ
の
三
月
を
も
っ
て
跡
見
女

子
大
を
定
年
退
職
し
、
39
年
間
の
教

職
員
生
活
を
終
え
ま
し
た
。

　
現
在
の
跡
見
女
子
大
は
三
学
部
八

学
科
の
大
学
で
す
が
、
私
の
着
任
当

時
は
、
文
学
部
一
学
部
の
み
の
単
科

大
学
で
し
た
。
私
の
専
門
分
野
が
19

世
紀
ア
メ
リ
カ
文
学
で
し
た
か
ら
、

当
然
私
は
英
文
学
科
に
所
属
し
ま
し

た
。

　
英
文
学
科
の
時
代
を
振
り
返
る
と
、

一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
ゼ
ミ
旅
行
で

す
。
私
の
ゼ
ミ
で
は
三
、四
年
合
同

の
ゼ
ミ
旅
行
を
年
二
回
行
っ
て
い
ま

し
た
。
五
月
と
一
月
の
下
旬
の
二
回

で
す
。
三
、四
年
合
同
で
ゼ
ミ
旅
行

を
行
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
理
由
が

あ
り
ま
す
。
友
は
宝
と
い
う
よ
う
に
、

多
く
の
友
達
は
人
生
を
豊
か
に
し
て

─ 

本
年
、
退
職
さ
れ
た
先
生

　
　
　

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ 

─

く
れ
ま
す
。
三
、四
年
合
同
で
行
え

ば
、
自
分
の
代
に
加
え
て
、
先
輩
と

後
輩
の
三
代
の
友
達
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
五
月
の
ゼ
ミ
旅
行
は
、
親
睦
を
深

め
、
三
、四
年
生
の
友
情
の
確
立
が

目
的
で
し
た
。
友
達
に
な
れ
ば
、
学

校
に
戻
っ
た
後
、
四
年
生
が
三
年
生

に
対
し
て
助
言
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。
資
料
の
集
め
方
、
レ
ポ
ー
ト
の

書
き
方
、
発
表
の
仕
方
な
ど
を
三
年

生
に
対
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
た
訳
で
す
。

　
一
月
下
旬
の
ゼ
ミ
旅
行
は
卒
論
提

出
の
後
で
あ
り
、
卒
論
の
発
表
会
が

目
的
で
し
た
。
四
年
生
全
員
が
、
卒

論
の
テ
ー
マ
選
び
か
ら
完
成
に
至
る

ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
を
三
年
生

に
話
し
て
聞
か
せ
ま
し
た
。
三
年
生

は
ノ
ー
ト
を
取
り
、
そ
れ
を
自
分
の

卒
論
執
筆
に
役
立
て
ま
し
た
。

　
ゼ
ミ
旅
行
を
通
し
て
学
年
を
越
え

た
友
情
が
育
ま
れ
、
同
時
に
、
同
学

年
の
仲
間
同
士
の
結
束
が
一
段
と
強

固
に
な
り
ま
し
た
。
卒
業
後
20
年
、

30
年
経
つ
人
達
が
、
未
だ
に
ゼ
ミ
会

を
開
き
、
私
を
呼
ん
で
く
れ
ま
す
。

先
日
立
て
続
け
に
二
つ
の
代
が
ゼ
ミ

会
を
開
い
て
く
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

際
主
婦
で
あ
る
二
人
の
人
か
ら
国
家

資
格
で
あ
る
「
通
訳
案
内
士
」
の
試

験
に
合
格
し
た
と
の
報
告
を
受
け
ま

し
た
。
一
人
は
52
歳
、
も
う
一
人
は

48
歳
で
す
。
彼
女
た
ち
の
学
生
時
代

「
生
涯
勉
強
」
を
言
い
続
け
た
私
に

と
っ
て
は
、
大
変
に
嬉
し
い
報
告
で

し
た
。

　この度、本大学臨床心理学科におきまして（否、日本の心理界
にとって！）歴史的な事が成就致しました。昨年の秋、心理職
国資格「公認心理師法」が国会において成立されたのです。実
に 30 余年に渡る悲願でありました。2012 年まで本大学でご勤務
されておられた鶴光代先生（日本心理臨床学会 新理事長）、2012
年よりご勤務頂いている野島一彦先生（上述学会 前理事長）は、
公認心理師法成立に向けて先頭に立ってこの運動を牽引して下さ
いました。客観的に申し上げて、この両先生がおられなかったら、
この法案が日の目を見ることはなかったかもしれません。2014
年の「一紫会だより」で執筆させて頂きました折、臨床心理学が
あまり評価されてこなかった歴史を紹介致しました。この法律が
成立するまでに 30 余年の歳月がかかった事からもお察し頂ける
かと思います。
　2011 年に起こりました東日本大震災において、先述しました
学会と日本臨床心理士会が中心となって支援センターを立ち上げ
ました。筆者も末端で関わらせて頂きました。多くの臨床心理士
を現地に派遣させて頂き、筆者も参りました。しかるに、現地で
自称カウンセラーと名乗る怪しげな団体が避難所に出入りし「カ
ウンセラーお断り」の貼り紙が出される、医療関係者から国資格
になっていない心理職との協働に拒否反応を示される等、悲哀を
味わいました。国資格であったなら味わう必要のない経験でした。
　公認心理師の試験機関に認定された ? 日本心理研修センターの
副理事長は鶴先生であり、理事には野島先生がなって下さってい
ます。公認心理師具体化に向けてまだまだ牽引して頂く必要があ
ります。
　筆者を含め、臨床心理学に携わる者全員が社会により一層の責
任をもって臨んでいく所存でございます。末筆になりましたが、
法案成立に向けまして、一紫会の皆様に並々ならぬご支援を賜り
ましたこと、厚く御礼申し上げます。

── 悲願！「公認心理師法」成立を受けて ──

文学部　臨床心理学科教授　宮崎　圭子  先生

▼
山
田　

徹
雄
先
生

　
『
ド
イ
ツ
資
本
主
義
と
観
光
』

　

ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
３
つ
の
論

点
に
つ
い
て
観
光
客
の
動
向
か
ら

検
証
す
る
。

　

日
本
経
済
評
論
社

　

２
０
１
５
年
12
月
発
行

　

定
価
６
５
０
０
円
＋
税

▼
臼
田　

紘
先
生

　
『
イ
タ
リ
ア
日
記（
１
８
１
１
）』

　

ス
タ
ン
ダ
ー
ル
／
臼
田 

紘 

訳

　

本
邦
初
訳
。
作
家
ス
タ
ン
ダ
ー

ル
と
な
る
以
前
の
ア
ン
リ
・
ベ
ー

ル
が
遺
し
た
私
的
な
旅
日
記
。

　

新
評
論

　

２
０
１
６
年
５
月
13
日
発
行

　

定
価
３
５
０
０
円
＋
税

▼
宮
崎　

正
浩
先
生

『
持
続
可
能
性
経
営
〜
Ｅ
Ｓ
Ｇ

と
企
業
価
値
と
の
関
係
を
考
え

る
〜
』

　

業
種
別
の
実
証
研
究
も
紹
介

し
、
企
業
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
と
企
業
価
値

と
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

現
代
図
書

　

２
０
１
６
年
６
月
発
行

　

定
価
１
８
０
０
円
＋
税

著 

書 

紹 

介

刊
行
の
ご
案
内　

末
岡
（
吉
原
）
三
穂
子　
（
文
化
11
回
生
B
）

　

文
化
学
科
で
は
、
民
俗

学
と
文
化
人
類
学
の
ゼ
ミ

が
合
同
で
、
昭
和
52
年
か

ら
60
年
ま
で
の
９
年
間
、

連
続
し
て
鹿
児
島
県
の
奄

美
大
島
で
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
実
施
し
、
延
べ

140
名
の
学
生
が
参
加
い
た

し
ま
し
た
。

　

大
学
の
ゼ
ミ
実
習
か
ら

始
ま
っ
た
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
で
す
が
、そ
の
後
、

有
志
に
よ
り
継
続
し
て
行
わ
れ
、
最
初
の
調
査
か
ら
お
よ
そ
40
年
の

年
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
当
初
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
得
ら
れ
た

資
料
・
写
真
は
今
で
は
得
ら
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
資
料
と

な
り
、
そ
の
資
料
と
と
も
に
、
継
続
し
て
き
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

の
成
果
を
一
冊
の
本
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

当
時
の
民
俗
学
の
教
授
だ
っ
た
植
松
明
石
先
生
の
監
修
の
下
、
４

名
の
卒
業
生
（
11
回
生  

末
岡
三
穂
子
・
福
岡
直
子
、
12
回
生 

浅
野

博
美
・
川
北
千
香
子
）
が
中
心
と
な
り
執
筆
や
編
集
を
行
い
、
多
く

の
卒
業
生
に
も
資
料
や
写
真
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
原
稿
も
寄
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ゼ
ミ
創
設
当
時
の
文
化
人
類
学
担
当
の

渡
邊
欣
雄
先
生
に
も
寄
稿
い
た
だ
き
、
地
元
奄
美
の
方
々
に
も
寄
稿

や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
協
力
を
い
た
だ
き
完
成
し
ま
し
た
。

　

奄
美
に
伝
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
習
慣
、
行
事
、
生
業
、
シ
マ
唄
な
ど

の
独
特
の
文
化
に
つ
い
て
、
11
集
落
で
の
聞
き
取
り
調
査
を
丹
念
に

ま
と
め
ま
し
た
。
ま
た
、
現
地
の
人
々
と
の
温
か
な
心
の
交
流
を
、

多
く
の
写
真
を
交
え
て
語
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

学
生
時
代
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
参
加
し
た
卒
業
生
は
も
と
よ
り
、

今
「
奄
美
・
琉
球
世
界
自
然
遺
産
」
の
候
補
地
で
話
題
に
な
っ
て
い

る
奄
美
を
知
る
一
冊
と
し
て
、
広
く
お
読
み
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸

い
に
存
じ
ま
す
。

　

６
月
26
日
よ
り
７
月
１
日
ま
で
、
お
世
話
に
な
っ
た
奄
美
の
方
々

へ
お
礼
の
気
持
ち
と
本
書
を
お
届
け
す
る
た
め
、
奄
美
に
行
っ
て
ま

い
り
ま
し
た
。

6 月 28日に奄美の南海日日新聞社を訪問
した川北千香子、末岡三穂子、浅野博美
（左より）　　南海日日新聞社提供

▼
植
松　

明
石
先
生　
民
俗
文
化
研
究
所
奄
美
班
編

　
『
奄
美
の
人
・
く
ら
し
・
文
化
─
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の

　
　
　
　
　
　

 

実
践
と
継
続
』

監
修
：
植
松
明
石

論
創
社
刊

２
０
１
６
年
６
月
30
日
発
行

定
価
４
２
０
０
円
＋
税
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平
成
二
十
八
年
度

会
員
分
布
状
況

　

会
員
の
方
は
ご
案
内
の
支

部
会
へ
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
一
紫
会
で
は
、
運
営
費

全
般
と
会
費
の
一
部
を
援
助
し

て
お
り
ま
す
。

　

支
部
会
に
つ
い
て
の
ご
希
望

や
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
及
び
郵
送
、
宛
先
は

最
終
頁
参
照
）

北海道支部
東北支部
新潟支部
甲信支部
北陸支部

中部支部
関西支部
中国支部
四国支部
九州支部

会員総数　30,704 名
住所不明  　7,407 名
物 故 者　　　52 名 

第
八
回  

甲
信
支
部
会

　

富
士
山
の
麓　

　
　

河
口
湖
に
て
開
催

中
込
（
桜
井
）
梨
花

（
国
文
15
回
生
Ｂ
Ｂ
）

　

去
る
平
成
二
十
七
年
六
月
二
十
一
日

（
日
）、
今
年
度
の
先
陣
を
切
っ
て
、
第

八
回
甲
信
支
部
会
が
富
士
山
麓
の
河
口

湖
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
梨
県
と
長
野
県
か
ら
な
る
甲
信
支

部
会
は
、
山
梨
県
で
の
開
催
が
今
年
で

四
回
目
と
な
り
ま
す
。
過
去
三
回
が
甲

府
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
回

は
雄
大
な
富
士
山
を
間
近
で
見
て
頂
こ

う
と
い
う
思
い
と
、
富
士
吉
田
方
面
の

同
窓
生
に
も
ご
参
加
し
や
す
い
よ
う
に

河
口
湖
で
の
開
催
を
決
め
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
当
日
は
生
憎
の
雨
。
一
年

前
か
ら
計
画
し
、
富
士
山
の
見
え
る
部

屋
を
押
え
て
い
た
だ
け
に
、
こ
の
お
天

気
は
本
当
に
残
念
で
し
た
。
そ
れ
で
も

山
崎
理
事
長
は
じ
め
山
田
学
長
、
一
紫

会
本
部
の
お
姉
様
方
、
同
窓
生
と
計

二
十
名
も
の
ご
出
席
を
頂
き
、
話
題
に

尽
き
る
こ
と
な
く
盛
会
に
開
催
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

中
で
も
、
学
園
が
鷗
外
直
筆
の
「
舞

姫
」
の
原
稿
を
購
入
し
た
裏
話
や
昨
年

の
山
崎
理
事
長
の
数
々
の
テ
レ
ビ
出
演

等
の
話
題
で
は
、
か
つ
て
山
崎
理
事

長
の
ゼ
ミ
だ
っ
た
旧
友
二
名
の
出
席
も

あ
っ
て
大
い
に
話
が
盛
り
上
が
り
、
例

年
の
甲
信
支
部
ら
し
く
終
始
笑
い
の
絶

え
な
い
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

お
世
話
役
の
丸
茂
さ
ん
と
私
も
山
崎

ゼ
ミ
で
し
た
の
で
、
山
崎
先
生
が
理
事

長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
る
限
り
、
お
世

話
役
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
と
お
約
束
を

し
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
次
回
は
二

年
後
、
長
野
で
ま
た
お
会
い
し
ま
し
ょ

う
。
ご
き
げ
ん
よ
う

第
八
回  

北
陸
支
部
会

立
野
（
汐
見
）
妙
子

（
英
文
５
回
生
Ａ
）

　

二
〇
一
五
年
七
月
二
十
六
日
、
金
沢

町
家
料
亭
「
壽
屋
」
に
て
山
崎
一
穎
理

事
長
先
生
、
山
田
徹
雄
学
長
先
生
、
現

在
金
沢
に
お
住
い
の
大
学
の
元
事
務
局

長
の
入
榮
隆
純
様
、
本
部
か
ら
大
塚
幹

事
長
を
は
じ
め
六
名
の
ご
出
席
を
い
た

だ
き
支
部
会
員
十
四
名
の
計
二
十
三
名

で
第
七
回
北
陸
支
部
会
を
開
催
致
し
ま

し
た
。
北
陸
新
幹
線
が
開
通
し
て
か
ら

の
初
め
て
の
会
で
、
東
京
金
沢
間
が
二

時
間
半
と
、
短
縮
さ
れ
、
跡
見
女
子
大

学
が
一
層
近
く
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
十
月
に

は
、
跡
見
女
子
大
学
が
創
立
五
十
周
年

を
迎
え
ら
れ
ま
す
事
を
伺
い
、
半
世
紀

と
い
う
時
の
流
れ
を
感
じ
ま
す
と
共
に
、

心
よ
り
御
祝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の

五
十
年
の
節
目
に
、
四
月
よ
り
女
性
の

社
会
進
出
に
つ
な
が
る
観
光
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
学
部
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
事
、
文

京
キ
ャ
ン
パ
ス
近
く
に
設
備
の
整
っ
た

寮
が
完
成
さ
れ
ま
し
た
事
な
ど
伺
い
ま

し
て
、
母
校
の
益
々
の
発
展
を
願
い
ま

し
た
。
近
況
報
告
で
は
、
和
や
か
で
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
事
が
で
き
ま
し

た
。
二
次
会
の
席
で
も
先
生
方
を
囲
ん

で
の
お
話
は
途
切
れ
る
事
な
く
続
き
ま

し
た
が
、
お
名
残
惜
し
い
中
、
二
年
後

の
再
会
を
お
約
束
し
て
散
会
致
し
ま
し

た
。

第
六
回  

四
国
支
部
会

諏
訪　

千
秋

（
国
文
６
回
生
Ｂ
）

　

平
成
二
十
七
年
十
一
月
十
五
日
第
六

回
四
国
支
部
会
を
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ

ン
ト
高
松
に
て
山
崎
理
事
長
、
山
田
学

長
、
一
紫
会
本
部
五
名
の
方
々
、
中
国

支
部
代
表
松
浦
さ
ん
も
参
加
下
さ
り
総

勢
十
五
名
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
跡
見
学
園
開
学
百
四
十
年
、

大
学
創
立
五
十
年
、
四
国
支
部
創
設
十

周
年
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
の
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

山
崎
理
事
長
か
ら
は
今
春
、
大
学
が

購
入
さ
れ
た
鷗
外
の
『
舞
姫
』
の
自
筆

草
稿
、
本
郷
『
旧
伊
勢
屋
質
店
』
の
お

話
等
興
味
深
く
お
聞
き
い
た
し
ま
し
た
。

　

先
生
方
か
ら
は
大
学
の
現
況
に
つ
い

て
熱
い
思
い
を
お
話
し
下
さ
り
「
変
り

つ
つ
あ
る
女
子
大
学
の
姿
」
を
想
像
し
、

大
い
に
期
待
し
、
そ
し
て
心
か
ら
応
援

し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し
た
。

　

毎
回
、
皆
様
の
近
況
等
を
お
聞
き
し
、

そ
の
話
題
も
年
と
共
に
変
わ
っ
て
い
き

ま
す
。
そ
の
当
時
お
会
い
は
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
各
々
の
方
の
学
生
時

代
の
姿
が
思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
様
な
気

が
し
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

　

跡
見
の
長
い
歴
史
は
今
も
私
達
の
中

に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
こ
と
を
、
今

ま
で
以
上
に
感
じ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

第
七
回  

新
潟
支
部
会

　

八
坂
（
唐
沢
）
絵
里
子

（
英
文
14
回
生
Ａ
）

　

平
成
28
年
６
月
19
日
（
日
）
燕
三
条

駅
か
ら
送
迎
バ
ス
で
約
30
分
、
日
本
海

に
面
し
た
寺
泊
に
あ
る
ホ
テ
ル
飛
鳥
に

て
、
第
７
回
新
潟
支
部
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。
山
崎
理
事
長
先
生
、
山
田
学

長
先
生
、
本
部
か
ら
大
塚
幹
事
長
を
は

じ
め
４
名
の
幹
事
の
方
々
を
お
迎
え

し
、
支
部
を
超
え
た
参
加
者
２
名
と
新

潟
支
部
会
員
８
名
、
計
16
名
の
参
加
と

な
り
ま
し
た
。
支
部
会
初
参
加
の
方
が

３
名（
九
州
支
部
か
ら
の
参
加
が
１
名
）

も
い
ら
し
た
の
は
と
て
も
う
れ
し
い
こ

と
で
し
た
。
先
生
方
と
幹
事
長
か
ら
開

催
に
あ
た
り
お
祝
い
と
大
学
の
現
況
を

お
話
い
た
だ
き
、
日
本
海
や
美
し
く
伸

　

一
紫
会
の
皆
様
と
、
支
部
会
や
も
し

か
し
た
ら
菊
坂
の
『
伊
勢
屋
』
で
お
会

い
出
き
ま
す
の
を
楽
し
み
に
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

支 部 会 だ よ り
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一
紫
会
会
員
の
皆
様
か
ら
、
ク
ラ
ス
会
・
同
期
会
な
ど
の
ご
報
告
が
届
き
ま
し
た
。

九
州
支
部

 

出
前
茶
話
会
の
ご
報
告

谷
口
（
杉
田
）
紀
子

（
美
学
７
回
生
Ａ
）

　

２
０
１
６
年
６
月
25
日
（
土
）
那

覇
市
ホ
テ
ル
・
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
グ

ラ
ン
沖
縄
で
出
前
茶
話
会
を
開
催
。

５
回
を
数
え
る
支
部
会
で
ご
出
席
が

難
し
い
沖
縄
の
皆
様
の
事
が
大
変
気

に
な
っ
て
い
た
の
で
、
今
回
の
計
画

に
至
り
ま
し
た
。

　

ご
案
内
し
た
13
人
中
、
次
の
３
名

が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

英
文
５
回
生　

　
　
　

嘉
数
（
又
吉
）
朝
子
様

「
楽
し
い
時
間
を
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
行
く
前
は
話
が
弾
む
の
か
な
、

し
ん
ど
い
か
も
、
と
か
考
え
て
い
ま

し
た
が
肩
の
凝
ら
な
い
集
ま
り
で
良

か
っ
た
」

　

国
文
26
回
生　

　
　
　

冨
田
（
松
尾
）
恵
美
様

「
楽
し
く
貴
重
な
時
間
を
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
ご
縁
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
」

　

美
学
37
回
生

　
　
　

新
垣
（
洲
鎌
）
夕
希
様

「
ま
さ
か
跡
見
の
方
々
と
沖
縄
で
お

会
い
で
き
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の

で
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
。
こ
れ
を

機
に
、こ
の
ご
縁
を
大
切
に
し
た
い
」

と
の
感
想
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
同
様
に
、
今
後
他
の
卒
業

生
に
呼
び
掛
け
て
、
集
ま
っ
て
み

た
い
と
の
お
話
も
頂
ま
し
た
。
今

回
初
め
て
の
出
前
茶
話
会
で
し
た

が
、
今
後
の
九
州
支
部
会
の
活
動

に
有
意
義
な
取
り
組
み
に
な
り
ま

し
た
。
大
塚
幹
事
長
始
め
皆
様
の

温
か
い
ご
理
解
・
ご
支
援
の
お
蔭

で
す
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
回

の
熊
本
地
震
に
際
し
、
多
く
の
同

窓
生
の
皆
様
か
ら
温
か
い
激
励
を

頂
き
ま
し
た
。
こ
の
紙
面
を
お
借

り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

が
ん
ば
る
け
ん　

　
　

く
ま
も
と
け
ん
！

第
一
回

　

卒
業
生

　
　

パ
ー
テ
ィ
ー
開
催
！

田
中
（
土
淵
）
梨
菜

（
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
42
回
生
）

　

２
０
１
６
年
６
月
18
日
に
ベ
ル

ヴ
ィ
武
蔵
野
に
て
、
卒
業
生
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
学
部
が
卒
業
生
を
輩
出
し

て
10
年
の
節
目
の
年
と
い
う
こ
と
も

あ
り
何
か
出
来
な
い
か
と
２
０
１
０

年
度
卒
業
生
主
体
で
計
画
し
、
先
生

方
の
ご
協
力
を
頂
き
な
が
ら
開
催
す

る
に
至
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
先
生
方
25
名
、
卒
業
生
36

名
、
総
勢
61
名
と
跡
見
ら
し
い
ア
ッ

ト
ホ
ー
ム
な
パ
ー
テ
ィ
ー
と
な
り
ま

し
た
。
学
長
、
学
部
長
、
先
生
方
、

そ
し
て
卒
業
生
た
ち
が
同
じ
テ
ー
ブ

ル
で
食
事
を
と
る
形
式
に
し
た
の
で
、

た
く
さ
ん
お
話
が
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ

の
テ
ー
ブ
ル
は
た
く
さ
ん
の
笑
顔
で

溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
先
生
方
の
特
別
講
座
を
開
講

し
、
横
井
先
生
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

チ
ェ
ッ
ク
か
ら
始
ま
り
、
イ
シ
カ
ワ

先
生
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
私
立
大
学

の
講
座
、
石
渡
先
生
の
大
豆
イ
ソ
フ

ラ
ボ
ン
の
講
座
と
盛
り
だ
く
さ
ん
で

卒
業
生
た
ち
は
大
学
時
代
に
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の
よ
う
に
講
座
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
ほ
ん
と
う
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

卒
業
生
パ
ー
テ
ィ
ー
は
来
年
も

開
催
予
定
で
す
。
情
報
は
随
時

Facebook

に
て
更
新
し
ま
す
。
来

年
、
皆
さ
ま
に
お
会
い
で
き
る
こ
と

を
心
よ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

文
化
学
科

川
本
隆
史
先
生
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

　

Ｏ
Ｇ
大
集
合小田

（
関
根
）
香

　
（
文
化
17
回
生
Ａ
）

　

初
の
川
本
ゼ
ミ
Ｏ
Ｇ
会
は
平
成

二
十
六
年
七
月
二
十
日
当
時
先
生
の

職
場
で
あ
っ
た
東
京
大
学
教
育
学
部

の
第
一
会
議
室
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
風
ポ
ト
ラ
ッ
ク
方

式
で
の
完
全
手
作
り
パ
ー
テ
ィ
ー
で

す
。
先
生
の
求
心
力
で
跡
見
ご
在
職

十
七
年
間
の
門
下
生
へ
の
連
絡
も
い

き
わ
た
り
、
皆
エ
プ
ロ
ン
持
参
で
集

合
、
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
で
乾

杯
！　

川
本
ゼ
ミ
ら
し
い
心
躍
る
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

跡
見
時
代
の

ゼ
ミ
形
式
そ
の

ま
ま
に
、
一
人

ず
つ
発
表
し
近

況
や
思
い
出
話

を
語
り
聞
く
時
、

誰
も
が
こ
の
四

半
世
紀
を
振
り

返
り
、
そ
の
原

点
に
は
、
川
本

ゼ
ミ
で
の
学
び

合
い
が
あ
り
、

自
分
の
人
生
に

大
き
な
影
響
を

も
た
ら
し
て
い

た
事
に
、
気
が

付
か
さ
れ
た
事

で
し
ょ
う
。
一

人
一
人
の
発
表

に
、
丁
寧
に
お

答
え
く
だ
さ
る

先
生
の
お
言
葉

か
ら
、
ま
た
新

た
な
る
学
び
を

受
け
、
体
中
の
細
胞
が
活
性
化
す
る

思
い
に
打
た
れ
ま
し
た
。

　

翌
年
、
川
本
先
生
が
東
京
大
学
を

ご
退
職
さ
れ
る
年
と
な
り
、
平
成

二
十
七
年
二
月
二
十
八
日
同
じ
場
所

で
、
三
校
合
同
ゼ
ミ
打
ち
上
げ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
跡
見
・
東
北
大
学
・

東
京
大
学
の
教
え
子
が
一
堂
に
会
し
、

文
化
学
原
論
、
生
命
環
境
倫
理
学
、

西
洋
教
育
史
と
、
ゼ
ミ
三
十
五
年
間

の
歩
み
を
追
い
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
生
き
抜
く
ヒ
ン
ト
を
得
て
会
場
を

後
に
し
ま
し
た
。
平
成
二
十
七
年
四

月
か
ら
は
国
際
基
督
教
大
学
へ
移
ら

れ
た
川
本
先
生
、
次
回
は
四
校
合
同

ゼ
ミ
の
開
催
を
、
皆
心
待
ち
に
し
て

い
ま
す
。

び
始
め
た
稲
の
緑
を
見
な
が
ら
海
の

幸
盛
り
沢
山
の
お
料
理
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
歓
談
し
た
後
、
６
月
か
ら

さ
か
の
ぼ
っ
て
誕
生
月
ご
と
に
恒
例

の
自
己
紹
介
を
し
て
い
た
だ
き
、
か

つ
て
の
跡
見
女
子
大
で
の
活
躍
や
、

近
況
報
告
、
熊
本
の
復
興
状
況
な
ど

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
時

間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
２
次
会
は
ホ
テ
ル
の
向

か
い
に
あ
る
カ
フ
ェ
で
、
た
ま
た
ま

会
員
の
方
が
そ
こ
の
絶
品
の
ピ
ザ
を

わ
ざ
わ
ざ
食
べ
に
行
か
れ
る
と
い
う

の
で
、
ケ
ー
キ
も
い
た
だ
き
ま
し
た

が
ピ
ザ
も
賞
味
し
、
よ
り
親
睦
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
あ

と
は
通
称
「
魚
の
ア
メ
横
」
と
呼
ば

れ
る
海
産
物
市
場
に
行
き
、
買
い
物

三
昧
の
後
解
散
と
い
た
し
ま
し
た
。

次
回
も
新
潟
ら
し
い
会
が
開
け
た
ら

と
今
か
ら
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま

す
。



科　    　目 予　算　額 決　算　額 増　　減 備　　考

事 務 費

通 信 費
印 刷 費
企 画 費
記 念 品 費
慶 弔 費
校 友 会 入 会 金

2,500,000
2,500,000
5,000,000
3,000,000

100,000
274,2000

1,892,767
2,216,144
3,911,999
2,516,781

16,200
274,200

△ 607,233
△ 283,856

△ 1,008,001
△ １,088,001

△ 483,219
△ 83,800 914 名

事務局費

人 件 費
交 通 費
会 議 費
交 際 費
備 品 費
消 耗 品 費
監 査 費
雑 費
予 備 費

2,000,000
800,000
800,000
200,000
400,000

200
60,000
50,000

180,500

1,581,000
631,746
701,178
246,393
38,232

182,244
60,000
55,165

0

△ 419,000
△ 168,254
△ 98,822
△ 46,393

△ 361,768
△ 17,756

0
5,165

△ 180,500

奨 学 金
大 学 院 奨 励 金
修 学 援 助 金
留 学 補 助 金

600,000
1,000,000
1,500,000

564,000
952,500

0

△ 36,000
△ 47,500

△ 1,500,000

積 立 金 終 身 会 費 積 立 金 2,000,000 5,000,000 3,000,000

小　　　　　計 23,164,7000 20,840,549 △ 2,324,151

本 年 度 剰 余 金 23,164,700 2,193,068

合　　　　　計 23,033,617 △ 131,083

〈支出の部〉 （単位：円）

科　    　目 予　算　額 備　　考

事 務 費

通 信 費
印 刷 費
企 画 費
記 念 品 費
慶 弔 費
校 友 会 入 会 金

2,500,000
2,500,000
5,000,000
3,000,000

100,000
267,000 890 名

事務局費

人 件 費
交 通 費
会 議 費
交 際 費
備 品 費
消 耗 品 費
監 査 費
雑 費
予 備 費

2,000,000
800,000
800,000
200,000
200,000
200,000
60,000

500,000
216,068

奨 学 金
大 学 院 奨 励 金
修 学 援 助 金
留 学 補 助 金

600,000
1,000,000
2,200,000

合　　　　計 21,693,068

〈支出の部〉 （単位：円）
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科　    　目 予　算　額 決　算　額 増　　減 備　　考

会 費 18,360,000 18,240,000 △ 120,000 912 名

事 業 収 入 50,000 46,850 △ 3,150

受 取 利 息 10,000 2,067 △ 7,933

前 年 度 繰 越 金 4,744,700 4,744,700 0

合　　　　計 23,165,7000 23,033,617 △ 131,083

〈収入の部〉 〈収入の部〉（単位：円） （単位：円）

科　    　目 予　算　額 備　　考

収　入

会 費 19,440,000 972 名

事 業 収 入 50,000

受 取 利 息 10,000

前 年 度 繰 越 金 2,193,068

  　　　　合　　　　計 21,693,068

　　平成 27 年度収支決算報告 　 平成28 年度収支予算

一　紫　会　だ　よ　り

全会員数　30,871 名　 終身会費預かり金　57,840,000 
 終身会費積立金　　36,713,760 

  

卒
業
後
初
め
て
の
ク
ラ
ス
会

相
原
（
池
田
）
美
知
子

（
英
文
５
回
生
Ｂ
）

米
本
（
新
井
）
千
代
子
（
同
）

　

梅
雨
入
り
直
前
の
６
月
５
日
（
日
曜
日
）、

私
た
ち
英
米
文
学
科
５
回
生
Ｂ
ク
ラ
ス
の
初
め

て
の
ク
ラ
ス
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
会
場
は

東
京
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
、
中
国
料
理
「
琥
珀
宮
」

で
し
た
。

　

大
学
卒
業
後
43
年
間
一
度
も
催
さ
な
か
っ
た

の
で
何
人
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
と
て
も

不
安
で
し
た
が
15
名
が
集
ま
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

遠
く
沖
縄
や
関
西
か
ら
の
参
加
も
あ
り
嬉
し

か
っ
た
で
す
。

　

ま
ず
、
再
会
を
祝
し
乾
杯
を
し
、
そ
の
後
一

人
ず
つ
卒
業
後
の
生
活
の
事
な
ど
を
話
し
ま
し

た
。
自
分
の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
大
学
時

代
か
ら
時
は
流
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
家
族
の
事
や
親

の
事
な
ど
を
心
配
す
る
年
齢
に
な
り
話
は
尽
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
は
一
人
一
人
が
色
々
な
場
所
で
、

色
々
な
立
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
を
送
っ
て
い
て

も
こ
う
し
て
ク
ラ
ス
会
に
集
ま
れ
ば
本
当
に
自
然

に
「
あ
の
頃
」
に
戻
れ
る
こ
と
は
幸
せ
だ
と
思
い

ま
し
た
。
一
緒
に
笑
っ
た
り
悩
ん
だ
り
し
な
が
ら

学
ん
だ
仲
間
が
再
び
集
ま
り
同
じ
時
を
大
切
に
過

ご
し
た
こ
と
に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

　

４
年
後
に
再
び
ク
ラ
ス
会
で
会
う
こ
と
を
約
束

し
て
解
散
に
な
り
ま
し
た
。
二
次
会
も
小
グ
ル
ー

プ
で
楽
し
ん
だ
よ
う
で
す
。
今
回
ク
ラ
ス
会
に
参

加
で
き
な
か
っ
た
皆
様
、
是
非
次
回
お
会
い
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
名
簿
を
提
供
し
て
下
さ
り
ク
ラ
ス
会
開

催
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
一
紫
会
に
感
謝
い
た

し
ま
す
。

自　27 年 4 月  1 日
至　28 年 3 月 31 日

自　28 年 4 月  1 日
至　29 年 3 月 31 日

■ 

お
申
込
方
法

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
葉
書
に
て
観
劇
会
参
加
希
望
、郵
便
番
号
・

住
所
、
氏
名
、
会
員
番
号
、
回
生
、
学
科
、
電
話
番
号
、

同
伴
者
名（
続
柄
）を
ご
記
入
の
上
、
左
記
宛
お
申
し

込
み
下
さ
い
。〒

112-

8629 

文
京
区
大
塚
一-

五-

九

跡
見
学
園　

跡
見
校
友
会
一
紫
会

FAX
０
３
（
３
９
４
１
）
８
６
４
２

■ 

〆
切　

9
月
16
日
（
金
）

■ 

会
費　

席
料
＋
昼
食  
会
員　

六
千
円

　

 　
　
　
　
　
　
　
　

  
同
伴
（
家
族
一
名
）
八
千
円

■ 

受
付　

初
回
お
申
込
み
の
方
優
先
で
先
着
受
付
。
お

申
し
込
み
い
た
だ
い
た
方
全
員
に
結
果
を
ご
連
絡
い

た
し
ま
す
。
観
劇
該
当
の
方
へ
は
入
金
方
法
・
詳
細

等
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

● 

ご
入
金
確
認
が
済
み
次
第 

参
加
証 

を
お
送
り
し
ま
す
。

参
加
証
の
な
い
方
は
、
当
日
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

● 

会
員
同
士
の
場
合
は
、
代
表
者
が
全
員
の
お
名
前
そ
の
他

を
明
記
の
上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

● 

同
伴
は
ご
家
族
の
方
一
名
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

● 

同
伴
の
方
も
必
ず
受
付
へ
お
越
し
下
さ
い
。

● 

申
込
書
に
不
備
の
あ
る
も
の
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
下
さ
い
。

● 

キ
ャ
ン
セ
ル
の
方
は
必
ず
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

応
募
の
心
得

大　

 

序　

鶴
ヶ
岡
社
頭
兜
改
め
の
場

二
段
目　

桃
井
館
力
弥
使
者
の
場

　
　
　
　
　

 

同 　
　

松
切
り
の
場

三
段
目　

足
利
館
門
前
の
場

　
　
　
　
　

 

同 　
　

松
の
間
刃
傷
の
場

　
　
　
　
　

 

同 　
　

裏
門
の
場

四
段
目　

扇
ヶ
谷
塩
冶
館
花
献
上
の
場

　
　
　
　
　

 

同 　
　

判
官
切
腹
の
場

　
　
　
　
　

 

同 　
　

表
門
城
明
渡
し
の
場

　

十
月
歌
舞
伎
は
文
字
通
り
三
ケ
月
か
け
て
の
完
全
通
し
狂
言
の
第

一
部
。「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
は
特
別
仕
立
て
の
“
大
序
”
か
ら
二
段

目
へ
。
ご
存
知
の
“
松
の
間
刃
傷
”
の
三
段
目
に
続
く
半
眼
切
腹
そ

し
て
城
明
け
渡
し
の
場
ま
で
、
胸
に
せ
ま
る
狂
言
で
す
。
演
者
は
幸

四
郎
と
梅
玉
、息
も
詰
ま
る
四
段
目
、無
言
の
芸
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

平
成
　
年
　
月
　
日（
日
）
昼
の
部
　 

時
開
演 

─ 

昼
食
付 

─

三
宅
坂
　
国
立
劇
場　

10
月
歌
舞
伎
公
演　
限
定
120
名
様

出
演

松
本
幸
四
郎

中
村
　
梅
玉  

ほ
か

国
立
劇
場
開
場
50
周
年
記
念

第
一
部
　
四
幕
九
場
　
作
：
竹
田
出
雲
・
三
好
松
洛
・
並
木
千
柳

通
し
狂
言

か
な
で
ほ
ん
ち
ゅ
う
し
ん
ぐ
ら

仮
名
手
本
忠
臣
蔵

23

28

11

10

一
紫
会
主
催  

第
21
回 

歌
舞
伎
観
劇
会
ご
案
内
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★
幹
事
総
会

　

平
成
28
年
６
月
18
日
（
土
）
池

袋
の
東
武
百
貨
店
「
華
湘
」
に
て

一
紫
会
幹
事
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

平
成
27
年
度
活
動
報
告
・
会
計

報
告
、
平
成
28
年
度
活
動
計
画
・

会
計
予
算
案
な
ど
、
緊
張
の
中
も

和
や
か
に
議
事
は
進
行
し
、
無
事

一
紫
会
事
務
局
よ
り

大
学
よ
り

★
大
学
入
試
課
よ
り

　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

跡
見
学
園
女
子
大
学
で
は
、

平
成
28
年
度
よ
り
跡
見
交
友
子

女
推
薦
入
試
を
導
入
し
ま
し

た
。
平
成
29
年
度
よ
り
跡
見
校

友
子
女
推
薦
入
試
に
お
い
て

は
、
入
学
金
の
半
額
免
除
を
行

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
入
学
金
は
20
万

円
→
10
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

出
願
を
希
望
の
方
は
入
試
課

ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

☎
０
４
８-

４
７
８-

３
３
３
８

★
第
49
回
「
紫
祭
」
の
ご
案
内

　

11
月
５
日
（
土
）・
６
日
（
日
）

新
座
キ
ャ
ン
パ
ス
に
て
「
紫
祭
」

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

─  住所・氏名の変更方法  ─
住所表示変更の場合もご連絡下さい。

1.  会員番号（宛名の名前の下に記入の No.）
2.  卒業回生・学科名・クラス（不明の場合は、卒業年度）
3.  新氏名（フリガナ）
4.  旧氏名（フリガナ）
5.  現住所（〒・○○ 様方も）
6.  現住所の電話番号
7.  連絡先の住所（〒・○○ 様方も）
8.  上記の電話番号

 〈葉書・FAX の宛先〉
　 〒 112 - 8629　文京区大塚１−５−９
　　　　　　　跡見学園 　跡見校友会一紫会
  　    　　　　FAX：０３−３９４１−８６４２
一紫会へのご連絡は郵便、 FAX でお願い致します。

─  会員所在確認のお願い  ─
　転居先不明が多数出ています。ご友人が移転されてい
て会報が届いていないことをご存知の会員は、ぜひご友
人に事務局あて転居連絡をされますようお勧めください。

　跡見学園女子大学  OPEN  CAMPUS   2016     各 10 : 00 ～ 15 : 00 ／いずれの日程も予約不要
　 新座キャンパス  　9月3日㈯  ・  9月10日㈯  ・ 10月2日㈰  ・ 11月5日㈯  ・ 11月6日㈰
　 文京キャンパス  　11月27日㈰   　　　                                      ＊お問合せは入試課（TEL : 0 4 8 - 4 7 8 - 3 3 3 8）まで

ご出席の新幹事
臨床心理学科48回生の関根笑さん

　
　

─ 

訃　

報 
─

 

荒
木　

伸
介　

先
生

  　

享
年
79
歳

　

平
成
28
年
２
月
２
日
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
48
回
生
の
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
新
幹
事
さ
ん
に
も
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

★
新
幹
事
紹
介

文
学
部

　

赤
嶺　

優
生　

大
沼　

美
奈

　

関
根　

笑　
　

高
畑　

美
帆

　

諸
橋
麻
結
子　

渡
辺　

夢

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部　

　

上
原　

萌　
　

鵜
殿　

未
央

　

栗
原
美
帆
子　

小
瀧　

美
織

　

仲　

彩
香

▼
第
７
回
東
北
支
部
会

　

７
月
24
日
（
日
）

盛
岡
市　

ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ

タ
ン
盛
岡
ニ
ュ
ー
ウ
ィ
ン
グ

▼
第
10
回
関
西
支
部
会

　

９
月
４
日
（
日
）

大
阪
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

▼
第
７
回
北
海
道
支
部
会

　

10
月
２
日
（
日
）

▼
第
７
回
中
部
支
部
会

　

10
月
16
日
（
日
）

▼
第
５
回
中
国
支
部
会

　

11
月
20
日
（
日
）

＊
会
員
の
方
は
全
国
の
支
部
会
ど

こ
に
で
も
参
加
可
能
で
す
。
お

問
い
合
わ
せ
は
一
紫
会
事
務
局

ま
で
。

支
部
会
予
告

へ
の
ご
案
内

第
41
回

跡
見
学
園
卒
業
生

　
　
　

美
術
工
芸
展

会
期　

平
成
 
年
11
月
15
日（
火
）

 

〜
11
月
20
日（
日
）

　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
６
時

（
最
終
日
午
後
５
時
迄
）

会
場　

東
京
銀
座
画
廊
・
会
場
Ｂ

　
　

（
８
Ｆ
）

中
央
区
銀
座
３–

７–

18

銀
座
貿
易
ビ
ル
・
名
鉄
メ
ル
サ

☎ 

０
３（
３
５
６
４
）１
６
４
４

　

跡
見
学
園
開
学
百
年
を
期
に
、

花
蹊
先
生
の
教
え
の
道
を
慕
っ
て

集
い
、
美
術
工
芸
創
作
を
精
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
跡
見
同
窓
生
の

作
品
展
で
す
。
ご
高
覧
い
た
だ
け

ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

〈
お
問
合
せ
先
〉

　

 

吉
田　

真
知
子
（
一
紫
会
担
当
）

☎
FAX  

０
３（
３
９
２
０
）５
９
３
７

28

　

例
年
一
紫
会
で
は
、
紫
祭
期
間

中
、
会
員
の
皆
様
の
ご
休
憩
・
ご

歓
談
ル
ー
ム
と
し
て
、
１
号
館
１

Ｆ
（
正
面
玄
関
を
入
っ
て
左
手
）

に
「
卒
業
生
の
部
屋
」
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

★
退
職
さ
れ
た
先
生
方

文
学
部
教
授　

　

秋
保　

浩
樹
先
生

　

榊
原　

咸
征
先
生

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
准
教
授

　

丹
野　

忠
晋
先
生

　　平成28年度秋期　公開講座のご案内　　　　　受講対象：15 歳以上（中学生を除く）の男女 ／ 8 月 26 日（金）より受付開始

＜新座キャンパス＞
■教養コース　武蔵野の今と昔　〜新座・三芳・川越〜

平成 28 年 10 月 8 日、15 日、22 日、29 日、11 月 12 日　毎週土曜日〈全 5 回〉
時間：13：00 〜 14：30　　定員：100 名　　受講料：無料
講師：観光デザイン学科教授　安島博幸
受付方法：往復はがき・FAX・Web のいずれか

■くずし字読解コース
平成 28 年 10 月 1 日〜 12 月 10 日（11 月 5 日は除く）　毎週土曜日〈全 10 回〉
時間：㈰ 13：00 〜 14：30、㈪ 14：40 〜 16：10　
定員：各クラス 20 名　　受講料：15,000 円　　受付方法：往復はがきのみ
　講師：本学文学部人文学科教授　岩田秀行

■語学コース　英会話・中国語会話・朝鮮・韓国語会話
平成 28 年 10 月 1 日〜 12 月 10 日（11 月 5 日は除く）　毎週土曜日〈全 10 回〉
時間：㈰ 13：00 〜 14：30、㈪ 14：40 〜 16：10　
定員：各クラス 20 名　　受講料：15,000 円　　受付方法：往復はがきのみ
　英会話講師：コミュニケーション文化学科教授　奥田洋子
　中国語会話講師：コミュニケーション文化学科教授　池上貞子
　 朝鮮・韓国語会話講師：コミュニケーション文化学科講師　吉田さち

＜文京キャンパス＞
■教養コース　映画から考える文化表現　　— 現代文化表現学として —
　平成 28 年 12 月 3 日、10 日、17 日　毎週土曜日＜全 3 回＞
　時間：13：00 〜 14：30　　定員：100 名　受講料：無料
　講座責任講師：本学文学部現代文化表現学科助教　渡邉大輔

受付方法：往復はがき・FAX・Web のいずれか
■パソコンコース

平成 28 年 11 月 12 日、19 日、26 日　毎週土曜日＜ 3 週連続講座＞
時間：13：00 〜 16：10　　定員：38 名　　受講料：無料
講座責任講師：本学文学部人文学科准教授　福田博同
受付期間：10 月 3 日（月）〜 11 月 2 日（水）必着　　受付方法：往復はがきのみ

＜公開講座のお問い合わせ ・ 申し込み先＞
●新座キャンパス　〒 352-8501　埼玉県新座市中野１−９−６ 
　　跡見学園女子大学　学務部教務課　公開講座係
　　⃝ FAX：048-478-4133　　⃝ Web：http://www.atomi.ac.jp/univ/
●文京キャンパス　〒 112-8687　東京都文京区大塚１−５−２ 
　　跡見学園女子大学　文京キャンパス事務室　公開講座係
　　⃝ FAX：03-3941-8333　　⃝ Web：http://www.atomi.ac.jp/univ/


